


東北・夢の桜街道運動によるソーシャルイノベーションの展開（PDCA）

“東北・夢の桜街道” 創設（23/9月）

～桜の札所・八十八ヵ所巡り提唱～

※ コモンズ（共有資源）である東北の美しい“桜”を

活用した美しい多摩川フォーラム（19/7月設立）＆

美しい山形・最上川フォーラム（13/7月設立）による

東北復興支援プロジェクト（１０年間実施を宣言）

コモンズによる民主導の緩やかな観光振興革命

桜の札所選定➡桜の札所ネットワーク化➡

交流人口増加➡面的観光振興➡東北復興

東北・夢の桜街道推進協議会設立（23/12月）

H24春
● ポスター制作（全国信金7,000店舗掲出 1～4月）

● 公式ガイドブック発刊（全国販売 2月）

● 小冊子（６県知事掲載）、携帯マップ制作（2月）

● 桜の札所パネル展＆東北物産展開催（新宿西口

駅前広場 2月）

● 公式ホームページ開設（3月）

● 東北桜旅商品造成（旅行各社 4月）

● 桜の語り会・東北６県巡回公演開始（4月）

H25春
● 第１回東北復興支援シンポジウム＆映画「津波

そして桜」（米アカデミー賞ノミネート)上映会開催（1月)

● 桜の札所スタンプラリー導入（高札も制作 3月）

● 札所のぼり旗をＪＲ最寄り駅・札所等に設置（4月）

※ 経済、環境、教育文化の３本柱は地域経済活性化の

ための３基軸（トリプルボトムライン）

経
済

● 桜の開花情報収集開始（26/4月）

● 桜の札所・番外編２０ヵ所追加選定（26/7月）

～桜の札所・１０８ヵ所巡り提唱～

環
境

● 津波被災地での「桜の植樹会」導入（25/11月）

（公財）日本花の会と

教
育

文
化

● 子ども対象の「桜の絵画コンクール・絵画展」

導入（25/4月） 東北地区27信金、富国生命と

H26春
● 台湾の地下鉄車体ラッピング広告等協力

（26/2～3月） 観光庁、JNTOと

● 成田国際空港での巨大パネル展協力

（26/3月） 東北運輸局、東北観光推進機構と

H27春
● 台湾の日本博での観光庁ブース出展協力

（27/4月） 観光庁、JNTOと

● ミラノ万博・日本館での桜の映像出展協力

（27/5～10月） 農水省と

※ 国内旅行需要は中期的にはゼロサムの世界 ➡

インバウンド需要は増加した分だけ成長に寄与

【 定住人口１人年間消費額は外国人旅行客８人の旅行消費額に相当 】

● スタンプラリー事業を一部外生化（26/3月）

● “食の逸品制度” 導入＆公式ＨＰ実装（26/4月）

● ＣＳＶに基づく「東北酒蔵街道」の検討着手

（26/7月）

② ＣＳＲからＣＳＶへの新展開（H26春）

※ 東北復興という社会的・長期的支援活動は、

ＣＳＲでは限界。社会的課題解決と利益創出を

両立させるＣＳＶ（価値共創）の考え方を導入

● 「パソコン版東北桜旅ナビシステム」無償開発

（26/4月） 富士通と

● 桜街道アイデアソン＆ハッカソン実施

（26/4月） 富士通等と

※ ＩＣＴを活用した東北誘客ツール開発

● 東北桜サミット（27/10月 山形県で開催）において、

〇第２回東北復興支援シンポジウム＆映画「津波そして

桜」上映会開催

〇“東北酒蔵街道” 創設(８０蔵参加)発表 東北経産局と

〇『四季感動の東北往還道』構想発表

● 東北酒蔵街道のパッケージ商品全国販売（28/1月）

● 東北酒蔵街道＆東北・夢の桜街道マップ制作

（28/3月）

● 酒蔵街道アイデアソン実施（28/2月） 富士通等と

● 「東北酒蔵街道」を桜街道のＨＰ実装（28/3月）

● 「スマホ版東北桜旅・酒蔵旅ナビアプリ」無償開発

（28/3月） 富士通等と

● 第３回東北復興支援シンポジウム＆映画「津波

そして桜」上映会開催 復興庁と

● 「東北酒蔵街道」に２０蔵追加参加（１００蔵体制）

● 夏の東北祭り街道（５０ヵ所）、冬の東北雪見街道

（３０ヵ所） 創設、『四季感動の東北往還道』 完成

● 「東北往還道」公式HP実装、携帯マップ制作

● 「東北酒蔵街道」をベースに全国的に拡大した推進

組織として「日本酒蔵ツーリズム推進協議会」

（事務局：日本観光振興協会）設立協力（H29/6月）

▼ 日本酒蔵ツーリズム推進運動に発展（H29）

● 『四季感動の東北往還道』施策に基づき、通年でイン

バウンド需要拡大を図るため、「東北・夢の桜街道」

英語版ＨＰ制作予定

● ＳＮＳ広報導入予定

● 第４回東北復興支援シンポジウム＆映画「津波

そして桜」上映会開催予定（2月）

平成３１年２月２３日
東北・夢の桜街道推進協議会

● 東北・夢の桜街道運動の総仕上げとして２０２０年

東京五輪に向け、デジタルマーケティングにより

インバウンド需要を拡大し、東北復興創生に貢献

● 同時に東北・夢の桜街道の仕組みを全国展開し、

『日本夢の桜街道』を創設する方針【成長戦略】

➊ 東北・夢の桜街道運動公表（H23/10月）

➏ “東北往還道” 創設（H29/3月）➐ インバウンド施策拡大（H30）

➋ 国内PR中心の当初支援事業（H24/25春）

➎ “東北酒蔵街道” 創設（H27/10月）

➌ 運動のトリプルボトムライン化（H25）

➀ インバウンド施策導入（H26/27春）

③ ＩＣＴ活用戦略導入（H26春）

➍ 復興支援スキームの飛躍的発展

▽ ＩＣＴ活用戦略拡大（H28春）

▼ 民主道の官民広域連携・協働組織化

➑ 今後の展望

※ 東北・夢の桜街道運動の年間を通じた東北復興

（＝観光振興）の「社会的な価値共創プラット

フォーム」が完成
※ 東北復興支援の通年化を図るため、秋からの新酒

シーズンに紅葉の名所・名湯（各４９ヵ所）を絡めて

巡る「東北酒蔵街道」を創設


